
あきた

⃝平成30年度秋田県宗務所事業計画
⃝平成30年度秋田県宗務所歳入歳出予算
⃝所会議長・所会副議長・禅センター部長挨拶
⃝寺院実務研修・布教師養成講座
⃝宗務所ネット法話ほか

所 報 あ き た　120号
� 平成30年５月15日発行
発行所　曹洞宗秋田県宗務所
� 発行責任者　越　姓　玄　悦
〠010−0812 秋田市泉三嶽根15−18
� ＴＥＬ（018）868−6871
� ＦＡＸ（018）868−6872
� http://soto-akita.com
� info@soto-akita.com
� 題字　能代市倫勝寺　山田晃一
� 写真　長野県養泰寺　内藤真彦



平成30年度　通常所会

第120号 平成30年５月15日（　）2曹洞宗秋田県宗務所所報



四
年
目
の
春
を
迎
え
て

秋
田
県
宗
務
所
　

所
長
　
越こ
し

　
姓う
じ

　
玄げ
ん

　
悦え
つ

　

野
に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
り
、
新
茶
の
お
い
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
御
寺
院
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
恙
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
あ

げ
ま
す
。  

　

三
月
二
十
七
日
、
参
与
、
所
会
議
員
諸
老
師
の
御

出
席
の
も
と
、
私
ど
も
宗
務
所
役
職
員
に
と
り
ま
し

て
最
後
と
な
る
予
算
所
会
が
開
催
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
う
え
重
要
案
件
全
て
が
御
賛
同
を
い
た
だ
き
、
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
、
予
算
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
が
、八
月
下
旬
に
は
宗
議
会
議
員
選
挙
、

十
月
下
旬
に
は
宗
務
所
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
期
間
は
宗
務
所
を
空
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
事
業
の
配
分
に
苦
慮
致
し
ま
し
た
。
現
在

の
役
職
員
の
任
期
は
十
二
月
上
旬
ま
で
で
す
の
で
、

事
業
計
画
、
予
算
執
行
と
も
に
年
度
の
最
後
ま
で
責

務
を
負
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
後
任
の
方
々
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
職
責
を
全
う
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

任
期
最
後
の
年
だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
講
師
に
お
招
き
す
る
方
々
は
充
実
し
た
顔
ぶ

れ
と
な
り
ま
し
た
。
五
月
九
日
の
布
教
協
議
会
に
は

正
法
寺
堂
長
盛
田
正
孝
老
師
、
九
月
に
は
現
職
研
修

会
に
北
信
越
教
化
セ
ン
タ
ー
統
監
の
増
田
友
厚
老
師

と
花
園
大
学
教
授
の
佐
々
木
閑
先
生
に
お
い
で
い
た

だ
き
、
十
一
月
の
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会

と
併
催
の
公
開
講
座
「
禅
を
聞
く
会
」
に
は
青
山
俊

董
老
師
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
公
開
講
座

に
は
、
御
寺
院
様
、
御
寺
族
様
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
禅
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
時
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
檀
信
徒
の
皆
様
や
一
般
の
方
々
に
も

お
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

連
休
中
に
大
館
市
で
秋
田
犬
保
存
会
本
部
展
が
開

催
さ
れ
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
贈
ら
れ
る
子
犬
の
御
披

露
目
が
あ
り
、全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
楽
観
で
き

な
い
こ
と
も
多
く
、
将
来
的
な
予
測
で
も
従
来
よ
り

も
厳
し
い
指
標
が
公
表
さ
れ
る
と
い
う
時
期
に
、
久

し
ぶ
り
に
心
が
和
ま
さ
れ
る
で
き
ご
と
で
し
た
。 

　

葬
祭
事
情
や
埋
葬
の
形
態
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
確
実
に
変
化
が
進
む
中
で
、
四
月
の
初
め
に
秋

田
市
で
公
営
合
葬
墓
の
申
込
み
受
付
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
応
募
が
殺
到
し
、
受
付
を
一
時
中
断
し
た
こ
と

が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
埋
蔵
後
の
御
供
養
の
仕
方
や

墓
参
の
方
法
な
ど
不
透
明
な
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
今
後
の
秋
田
市
以
外
の
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

も
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
埋
葬
に

対
す
る
意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
合
葬
墓
へ
の
納
骨
を
希
望
す
る
人
が
予

想
以
上
に
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

　

新
し
い
年
度
に
入
り
既
に
一
ヶ
月
余
り
が
過
ぎ
、

一
つ
一
つ
の
行
事
に
「
最
後
の
」
と
い
う
形
容
が
つ

い
て
回
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
同
悔
い
の
残
ら
な
い

よ
う
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御

指
導
と
御
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
年
度
の
初
め

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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例
年
雪
に
悩
ま
さ
れ
る
本
県
、
特
に
県
南
地
方
の

今
冬
は
こ
れ
で
も
か
と
い
う
程
や
ら
れ
ま
し
た
。
更

に
観
測
史
上
初
の
低
温
も
記
録
し
腹
立
た
し
い
気
持

ち
の
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
心
を
和
ら
げ
慰
め

て
く
れ
た
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
活
躍
で
し
た
。
し

か
し
活
躍
し
た
選
手
達
が
メ
デ
ィ
ア
に
引
っ
張
り
だ

こ
に
な
る
五
輪
特
需
は
恒
例
行
事
と
は
い
え
気
の
毒

な
気
に
も
な
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
消
費

さ
れ
て
し
ま
う
選
手
が
出
な
い
こ
と
だ
け
は
と
願
う

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

雪
の
話
に
戻
る
が
今
年
は
今
ま
で
除
雪
し
た
こ
と

の
な
い
所
ま
で
手
を
拡
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
冬
に
は
殆
ど
足
を
運
ば
な
い
境
内
の
一
ヶ
所
に

大
き
な
句
碑
が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
碑
の
雪
を
払
い

な
が
ら
ふ
と
は
る
か
に
昔
に
思
い
を
馳
せ
た
。
畳
一

枚
程
の
大
き
な
丸
い
石
に
は
「
夏
艸
原　

ま
い
に
ち

　

日
の
暮
る
ゝ
」
の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
私
の
檀

家
出
身
で
当
墓
地
に
眠
っ
て
お
り
、
大
正
か
ら
昭
和

の
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
新
俳
句
運
動
の
先
駆

者
、
未
開
紅
と
い
う
俳
人
の
句
で
あ
る
。
昭
和
四
年

の
作
で
「
そ
の
芸
術
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
関
係
者

約
六
十
名
参
列
の
も
と
に
盛
大
な
除
幕
式
を
挙
行
し

た
」
と
昭
和
十
六
年
五
月
十
二
日
の
魁
新
報
に
出
て

い
ま
す
。
海
紅
社
の
主
幹
、
有
名
な
中
塚
一
碧
楼
も

海
紅
生
え
ぬ
き
の
作
家
と
ほ
め
讃
え
て
い
ま
す
。
私

も
自
由
律
俳
句
に
は
親
し
み
を
感
じ
て
尾
崎
放
哉
や

山
頭
火
の
句
集
を
読
ん
だ
り
し
て
い
る
が
、
昭
和

十
一
年
に
発
行
さ
れ
菩
提
寺
に
贈
呈
さ
れ
た
未
開
紅

の
句
集
も
机
の
上
に
置
い
て
時
々
開
い
て
い
ま
す
。

気
張
る
こ
と
な
く
飾
る
こ
と
な
く
自
然
の
姿
で
思
い

を
表
現
し
た
自
由
律
の
よ
う
に
他
人
に
接
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
難
行
だ

が
そ
の
心
構
え
だ
け
は
持
ち
続
け
事
に
当
た
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
境
内
に
は
他
に
当
地
出
身
で
各

分
野
で
活
躍
し
た
先
人
の
碑
が
所
々
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
遺
徳
を
偲
び
碑
祭
り
が
毎
年
五
月
に

開
催
さ
れ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
で
も
紹
介
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
数
年
前
か
ら
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

携
わ
っ
て
き
た
方
々
が
老
齢
化
し
自
然
消
滅
し
た
形

だ
が
私
の
責
任
も
大
い
に
あ
る
の
か
と
思
い
、
故
郷

創
成
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
雪
払
い
し
な
が
ら
今
後

の
方
向
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

　

宗
門
も
今
年
は
選
挙
の
年
。
又
、
宗
務
所
内
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
確
実
で
あ
り
ま
す
。
加

え
て
級
階
査
定
も
四
月
一
日
の
宗
達
公
示
を
も
っ
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
と
慌
た
だ

し
い
年
に
な
り
ま
す
。
例
年
の
事
で
す
け
ど
各
御
寺

院
様
、
檀
信
徒
の
皆
様
方
の
御
要
望
を
承
り
な
が
ら

円
滑
な
議
会
運
営
が
出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

地
域
の
先
達
に
学
ぶ

所
会
議
長
　
嵯
　
峨
　
宗
　
一
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今
年
も
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
県
内
各
地
の

教
区
で
涅
槃
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
涅
槃
会
は
、
農
耕
の
始
ま
る
時
期
、
豊
穣
祈
願

の
行
事
と
融
合
し
て
根
強
く
定
着
し
た
と
い
う
説
も

あ
る
の
で
、農
業
県
と
し
て
当
然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

我
々
の
第
十
八
教
区
で
も
二
十
三
ヶ
寺
の
全
寺

院
、
恒
忌
日
を
お
互
い
変
え
て
、
随
喜
交
換
を
致
し

ま
す
。
十
二
日
間
も
続
く
長
丁
場
も
あ
っ
て
、
自
坊

の
檀
務
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
調
整
を
取
り
な
が
ら
、

ま
さ
に
随
喜
と
い
う
名
の
よ
う
に
駆
け
付
け
る
寺
院

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
法
要
の
方
は
若
手
宗
侶
達

が
慣
れ
た
も
の
で
、我
々
の
よ
う
な
年
配
に
な
る
と
、

殿
鐘
の
鳴
る
ま
で
待
つ
方
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

で
す
。

　

ど
こ
の
寺
院
で
も
、
毎
年
欠
か
さ
な
い
参
加
者
の

顔
ぶ
れ
を
見
ま
す
。
読
経
中
の
行
道
で
す
れ
違
う
だ

け
の
印
象
に
残
る
、
誰
と
も
知
ら
な
い
人
達
で
す
。

気
が
付
く
と
同
時
に
脳
裏
か
ら
離
れ
る
瞬
時
の
こ
と

で
す
が
、
不
思
議
と
清
々
し
い
余
韻
を
残
し
て
く
れ

ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
「
自
ら
進
ん
で
自
己
の
心

を
浄
め
る
こ
と
」の
教
え
を
頂
戴
し
た
気
持
ち
で
す
。

　

た
だ
、
檀
信
徒
の
出
席
が
少
な
く
な
っ
た
傾
向
が

気
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
感
じ
な
が

ら
、
曜
日
や
天
候
な
ど
を
理
由
に
、
そ
の
原
因
を
簡

単
に
片
付
け
て
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
の
場
合
、
一
層
拍
車
が
掛
か
っ
た
よ
う
に
、
ど

こ
の
寺
院
も
檀
信
徒
の
数
が
、
際
立
っ
て
少
な
く
見

え
た
の
で
す
。地
域
社
会
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
、

我
々
の
寺
院
行
事
に
も
影
響
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。年
度
が
替
わ
る
３
月
31
日
と
４
月
１
日
の
両
日
、

「
秋
田
魁
新
報
」
の
一
面
ト
ッ
プ
に
「
県
人
口
の
将

来
推
計
に
つ
い
て
」
の
見
出
し
で
、
今
後
の
自
治
体

財
政
や
社
会
保
障
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と
予
想
す

る
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
測
は
、
寺
院
の
将
来
を
見
通
す
と
き
、
必

須
の
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
檀
信
徒
の
高
齢
化
と

減
少
は
、
今
後
の
寺
院
維
持
に
影
響
し
て
、
存
続
す

ら
難
し
い
時
代
も
来
る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

決
し
て
、
安
閑
と
し
て
は
居
ら
れ
な
い
現
象
で
す
。

　

さ
て
三
月
の
通
常
所
会
で
、
本
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
等
が
審
議
可
決
さ
れ
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
、
現
宗
務
所
役
職
員
は
任
期
の
四

年
を
迎
え
て
、
年
度
途
中
に
は
所
体
制
の
交
替
が
あ

り
ま
す
。
陸
上
競
技
で
い
う
第
４
コ
ー
ナ
ー
を
過
ぎ

て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
入
り
、
現
宗
務
所
役
職
員
の

諸
師
に
は
、
一
丸
と
な
っ
て
の
全
力
疾
走
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
所
会
議
員
も
新
旧
の
引
継
ぎ
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
誠
意
を
以
て
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
年
度
末
の
教
区
長
任
期
は
、
所
体

制
が
交
替
す
る
大
切
な
期
間
を
補
佐
す
る
た
め
設
け

た
も
の
と
、
我
々
も
責
務
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

平
成
三
十
年
度
に
向
け
て

所
会
副
議
長
　
藤
　
原
　
徳
　
義
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平成30年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
30年 事　　　業　　　名 開催場所 備　　考

４月 27 日 寺族会総会 宗務所 ○教化主事
所報第 120 号発行

５月
9日 布教委員会・布教協議会 宗務所 ○特派布教師○盛田正孝老師

23日〜 25日 梅花流全国奉詠大会 静岡 本庁主催
31 日 婦人会総会 未定

６月

12 日 宗務所護持会総会 未定
4日〜 9日 特派布教巡回 ○特派布教師 3名
11日〜 16日 梅花特派巡回 ○特派梅花師範 3名
29 日 監査会 宗務所

７月
11 日 布教師検定会 キャッスルホテル 本庁主催
20 日 全県梅花大会 能代文化会館
27 日 通常所会（決算） 宗務所

８月
禅の集い
所報第 121 号発行

11日〜 19日 宗務所休務

９月 5日〜 6日 現職研修会 歓喜寺 ○増田友厚老師○佐々木閑先生
○本庁派遣講師

10 日 梅花検定会 県北地区

10 月
2 日 宗務所長杯野球大会
4日 宗務所寺族集会 宗務所 ○本庁派遣講師

24日〜 26日 本山研修会 50 回記念 總持寺

11 月 1 日 梅花検定会 県南地区
7日 禅センター設立集会・禅を聞く会 ○青山俊董老師

12 月 5 日 臨時所会午後 3時 宗務所
22日〜 1月 8日 宗務所休務
31年

１月 所報第 122 号発行
22 日 宗務所梅花講役員会

２月 18 日 諮問委員会／災害対策委員会
18 日午前 宗務所梅花講講長会 10 時半

３月 徒弟研修会
25 日 通常所会（予算）
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
平成30年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

№ 月　　日 開催時間 事　業　名　・　備　考
1 平成 30 年 ４月５日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
2 ５月11日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
3 ５月18日（金） 10 時 30 分 梅花部 宗務所講師等研修会
4 ６月８日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
5 ７月５日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
6 ７月10日（火） 10 時 00 分 布教部 布教師養成講座①
7 ７月21日（土） 10 時 30 分 布教部 写経会（ＡＬＶＥ市民交流プラザ）
8 ７月21日（土） 13 時 00 分 布教部 仏教講座①（ＡＬＶＥ市民交流プラザ）
9 ９月７日（金） 10 時 30 分 研修部 布教師養成講座②
10 ９月10日（月） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修
11 ９月14日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
12 10月２日（火） 10 時 00 分 宗務所長杯野球大会
13 10月５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
14 10月26日（金） 10 時 30 分 布教部 写経会
15 10月26日（金） 13 時 00 分 布教部 仏教講座②
16 11月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
17 11月７日（水） 16 時 00 分 禅センター設立集会
18 11月７日（水） 13 時 00 分 研修部 公開講座（設立集会併催）
19 11月30日（金） 10 時 30 分 布教部 写経会
20 11月30日（金） 13 時 00 分 布教部 仏教講座③（〜 16 時）
21 12月７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
22 平成 31 年 ２月６日（水） 13 時 00 分 布教部 布教師養成講座③
23 ２月８日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
24 ２月12日（火） 13 時 00 分 研修部 研修会
25 ３月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時）
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平成30年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
� （単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 増　　　　減
歳　入　合　計 61,276,858 59,132,000 △ 2,144,858
歳　出　合　計 61,276,858 59,132,000 △ 2,144,858
差　引　残　額 ０ ０ ０

歳入の部
項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明

１. 賦　課　金 41,466,960 41,448,560 △ 18,400

1. 寺 格 割 1,839,000 1,839,000 0 格地＠ 10,000 × 24　法地＠ 5,000 × 317　准法地＠ 2,000 × 7
2. 級 階 割 35,996,960 35,996,960 △ 94,400 448,782 点× 80 円

3. 教 師 割 3,631,000 3,707,000 76,000
大教師＠ 42,000 × 4 名　権大教師＠ 30,000 × 63 名
正教師＠ 6,000 × 165 名
一等教師＠ 3,000 × 125 名
二等教師＠1,000×142名（平成30年1月31日現在）

２. 手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1. 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各種申請手数料　宗務所義財金　梅花義財金
３. 補　助　金 800,000 900,000 100,000

1. 補 助 金 800,000 900,000 100,000 本庁事業補助　事務補助　徒弟研修会補助　梅花補助　教化補助　現職研修会補助　他
４. 諸　収　入 2,800,000 2,690,000 △ 110,000

1. 諸 収 入 2,800,000 2,690,000 △ 110,000
現職研修会受講料＠ 7,000 × 180 名　梅
花検定料＠ 3,000 × 120 名　　梅花奉詠
大会参加料＠ 2,000 × 500 名　遠忌局
50,000　預貯金受取利息　他

５. 繰　越　金 14,209,898 12,093,440 △2,116,458

1. 繰 越 金 14,209,898 12,093,440 △ 2,116,458
歳　入　合　計 61,276,858 59,132,000 △2,144,858
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
１. 人　件　費 17,040,000 17,300,000 260,000

1. 役職員手当 5,040,000 5,460,000 420,000 ＠ 70,000 × 6 名× 13 ヶ月
2. 書記手当 1,680,000 1,820,000 140,000　＠ 70,000 × 2 名× 13 ヶ月
3. 傭 人 費 200,000 200,000 ０

4. 旅　 費 4,500,000 4,200,000　△ 300,000
管区宗連　教化センター　本庁　管区事
業　各種講演会　本山研修会　梅花流全
国大会

5. 費用弁償 4,500,000 4,500,000 ０
所長 8,000　副所長 7,000　教化 7,000　
庶務 8,000　梅花 5,000　人権 4,000　明
石書記 3,000　佐藤書記 8,000

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 ０ ＠ 70,000 × 2 × 8 名
２. 事　務　費 4,100,000 4,100,000 ０

1. 備 品 費 300,000 300,000 ０ 書籍　事務機器　他
2. 通 信 費 1,000,000 1,000,000 ０ 電話料　郵便料　配送料　他
3. 印 刷 費 500,000 400,000 △ 100,000 封筒　賞状
4. 消耗品費 500,000 500,000 ０ 雑貨　事務用品　他

5. リース料 700,000 800,000 100,000
AED リース料・コピー機・電話機・Ｏ
Ａ機器リース料・フレッツジャパン月額
　等

6. 広 報 費 1,100,000 1,100,000 ０ 宗務所所報３回発行
３. 管　理　費 2,550,000 2,550,000 ０

1. 維 持 費 700,000 700,000 ０ 保険料　清掃費　浄化槽管理料　警備保障　他
2. 地　 代 250,000 250,000 ０ 天徳寺様借地代
3. 営 繕 費 800,000 800,000 ０ 修繕費　他
4. 光 熱 費 800,000 800,000 ０ 電気　ガス　水道　灯油　他

４. 会　議　費 1,300,000 1,500,000 200,000

1. 所　 会 1,100,000 1,300,000 200,000 通常所会２回　臨時所会１回
2. 委 員 会 200,000 200,000 ０ 監査１回　諮問１回　災害対策協議会

５. 事　業　費 9,600,000 9,750,000 150,000

1. 事 業 費 2,000,000 2,250,000 250,000
現職研修 800,000　本山研修 800,000　
徒弟研修会 200,000　寺族集会 300,000　
　所長杯 150,000

2. 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 ０
特派教場＠ 20,000 × 18　特派布教師送
迎費 250,000　宗務所布教師日当＠ 5,000
× 30 回　管内教場補助＠ 5,000 × 30 教
場　他

3. 梅 花 費 5,200,000 5,200,000 ０

梅花特派教場補助＠ 20,000 × 17 教場　
梅花全県大会 2,300,000　役員会・講長会
300,000　検定会 800,000　師範会 700,000
　一泊研修会 100,000　特派師範送迎費
250,000　梅花養成所 200,000　他

4. 教 化 費 650,000 650,000 ０ 布教委員会・協議会 300,000（布教協議会年１回）　各種研修会等

5. 慰 問 費 150,000 50,000 △ 100,000 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料等（対象者１人）
6.�人権擁護
推進費 600,000 600,000 ０ 全国人権研修会　書籍　資料　他

６. 禅センター事業費 2,450,000 2,550,000 100,000

1. 会 議 費 200,000 200,000 ０ 総務部会議費　各委員会

歳出の部
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
2. 布教部費 700,000 700,000 ０ 仏教講座　写経会　布教師養成講座
3. 研修部費 600,000 600,000 ０ 各種研修会
4. 梅花部費 450,000 450,000 ０ 梅花流講習会

5. 運 用 費 500,000 600,000 100,000 備品　設立記念事業費等（ホテル経費値上がり）
７. 補　助　費 8,858,000 8,258,000 △ 600,000

1. 事務補助 4,200,000 4,200,000 ０ 所費の 10%各教区へ
2. 事業補助 348,000 348,000 ０ 教区主催現職研修会・寺族研修会補助金
3.所護持会補助 900,000 700,000 △ 200,000 宗務所護持会へ
4. 禅の集い 800,000 800,000 ０ 教区寺院開催補助金

5. 教化団補助 2,610,000 2,210,000 △ 400,000
保護司 200,000　曹青会 1,000,000（40 周
年事業助成）　寺族会 350,000　尼僧団
100,000　教誨師 60,000　婦人会 400,000
　布教師の会 100,000

８. 表　彰　費 200,000 200,000 ０

1. 表 彰 費 200,000 200,000 ０ 住職勤続・寺族表彰
９. 慶　弔　費 2,400,100 2,400,100 ０

1. 慶 弔 費 400,000 400,000 ０ 結制・落慶　本葬　等
2. 本山慶弔費 100 100 ０ 両本山慶弔会　等

3. 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 ０ 管内寺院住職・東堂・副住職 100,000　寺族 50,000
10. 負　担　金 539,400 539,400 ０

1. 全国所長会 156,600 156,600 ０ 348 ヶ寺×＠ 450（含全国所長会災害援護金 348 ヶ寺×＠ 100）
2. 布教助成費 208,800 208,800 ０ 348 ヶ寺×＠ 600
3. 管 区 費 174,000 174,000 ０ 348 ヶ寺×＠ 500

11. 交　際　費 400,000 400,000 ０

1. 交 際 費 400,000 400,000 ０
12. 食　糧　費 1,250,000 1,250,000 ０

1. 所会食糧費 700,000 700,000 ０ 通常所会２回　臨時所会１回
2. 委員会食費 50,000 50,000 ０ 監査会（１）　諮問委員会（１）
3. 所内食糧費 500,000 500,000 ０

13. 財政調整費 10,126,858 7,772,200 △2,354,658

1. 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 ０ 寺院火災見舞金　１ヶ寺分
2. 記念品代 1,800,000 2,300,000 500,000 役職員・教区長退任記念品代
3. 財政調整金 5,326,858 2,472,200 △ 2,854,658 設備費・災害対策協議会援護金等
4.基本金繰出金 1,000,000 1,000,000 ０

14. 選　挙　費 300 100,100 99,800

1. 副 貫 首 100 100 ０
2. 宗務所長 100 50,000 49,900
3. 宗会議員 100 50,000 49,900

15. 雑　　　費 162,200 162,200 ０

1 . 雑 費 162,200 162,200 ０ 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
16. 予　備　費 300,000 300,000 ０

1. 予 備 費 300,000 300,000 ０
歳　出　合　計 61,276,858 59,132,000 △2,144,858
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平成30年度　東北管区事業計画

平成30年度　宗務所基本金積立会計説明
（将来の宗務所改築のための積立）

平成29年度　基本金積立会計

積立累積金 17,557,363
一般会計繰入金 1,000,000

利息 1,121
計 18,558,484

積立累積金 18,558,484
一般会計繰入金 1,000,000

利息 1,956
計 19,560,440

平成30年度　基本金積立会計

30年 事　　業　　名 講師等の予定
４月 ４日 160 禅を聞く会 漫才師　笑い飯　哲夫氏

５月 23 日〜 25 日 梅花流全国奉詠大会（静岡） 本庁主催
31 日〜１日 管区宗務所連絡協議会（山 3）

６月 ５日〜６日 管区婦人会研修会（ニュー水戸屋）
７日 161 禅を聞く会 青森県恐山院代　南　直哉老師

７月
５日 管区青少年指導者研修会（仙台） 未定
11 日 管区布教師検定会（秋田市） 本庁主催
30 日 49 教化フォーラム 未定

８月 30 日 162 禅を聞く会 正法寺専門僧堂堂頭　盛田正孝老師

９月
４日〜５日 管区寺族会（岩手県） 未定
12 日 50 教化フォーラム 未定

27 日〜 28 日 管区役職員人権研修会（青森県）

10 月
３日 管区教化活動推進・企画委員会

３日 163 禅を聞く会 アナウンサー・言の葉アーティスト
渡辺祥子氏

11 月 20 日〜 21 日 管区布教講習会（仙台）
12 月 ５日 164 禅を聞く会 特派布教師　青森県清野暢邦老師

31年

２月 ５日 165 禅を聞く会 愛知専門尼僧堂堂頭　青山俊董老師
28 日 管区教化推進・企画委員会

第120号11（　）平成30年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



経
の
わ
れ
ら
を
摂
取
す
る
な
り

　

今
年
度
よ
り
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
部
員

や
受
講
者
の
方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
継
ぎ
、
皆
様
と
共
に
よ
り
良
い

活
動
を
し
て
い
け
ま
し
た
ら
と
存
じ
ま

す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
布
教
部
の
大
き
な
活

動
は
仏
教
講
座
で
す
。
開
講
以
来
の
受
講

者
も
い
ら
っ
し
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ま
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こ
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し
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手
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も
素
晴
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リ
ー
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と
い
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は
感
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経
な

ん
て
暗
く
て
重
い
も
の
、
自
分
に
は
関
係

の
な
い
も
の
な
ん
だ
ろ
う
…
そ
う
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

お
経
が
心
に
「
触
れ
て
く
れ
た
」
の
は
、

ど
の
く
ら
い
経
っ
た
時
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
朝
、
初
め
て
の
修
証
義
四
章
。

愛
語
と
い
う
は
…
「
へ
ぇ
。
お
経
に
愛
と

か
喜
ば
す
と
か
楽
し
く
す
と
か
、
そ
ん
な

心
が
明
る
く
温
か
く
な
る
言
葉
が
入
っ
て

る
ん
だ
…
」
そ
し
て
何
度
か
読
ん
で
い
る

う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
、
ホ
ン
ト
に
な
ん

と
な
く
程
度
（
今
で
も
そ
う
で
す
が
…
）、

部
分
的
に
で
も
意
味
が
わ
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
こ
れ
は
大
切

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
、
一
人
暮
ら
し
の
お
檀
家

様
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
か
ら
の

ご
要
望
は
ホ
ー
ル
で
の
「
家
族
葬
」、
し

か
も
住
職
一
人
で
供
養
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
本
荘
地
区
で
は
僧
一
人
で

の
葬
儀
は
滅
多
に
な
い
の
で
大
分
悩
み
ま

し
た
が
、
結
局
お
寺
の
負
担
に
て
二
人
で

お
勤
め
し
ま
し
た
。
後
ほ
ど
気
に
な
り
葬

儀
社
の
費
用
を
聞
い
て
み
る
と
、
決
し
て

安
く
な
い
金
額
。
い
っ
た
い
何
の
た
め
に

「
家
族
葬
」
に
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
と
、

と
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
く
昨
年
の
暮
れ
、
一
人
暮
ら
し
か

ら
そ
の
後
施
設
に
入
っ
て
い
た
檀
家
さ
ん

に
し
た
い
な
。
そ
れ
に
誰
か
に
も
伝
え
た

い
な
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
布
教
部
の
活

動
を
通
し
て
、
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を

持
っ
て
下
さ
る
方
が
増
え
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
随
時
随
所
で

様
々
な
ご
指
導
ご
鞭
撻
ご
意
見
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
皆
様
に
心
よ
り
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

禅
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り布

教
部
長
　
岩
　
舘
　
裕
　
章

梅
花
部
長
　
浅
　
田
　
髙
　
明
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が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ご
遺
族
は
や
は
り

ホ
ー
ル
で
の
葬
儀
を
希
望
し
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ル
の
予
定
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
一
時

倉
庫
に
ご
遺
体
を
安
置
す
る
と
の
事
で
し

た
。
そ
の
方
は
梅
花
講
員
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
と
思
い
、

病
院
か
ら
直
接
寺
に
搬
送
し
、出
棺
火
葬
・

通
夜
・
葬
儀
と
す
べ
て
お
寺
で
勤
め
ま
し

た
。
初
め
て
の
事
で
し
た
の
で
色
々
と
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
す
べ

て
滞
り
な
く
進
み
、
檀
家
様
に
も
感
謝
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
社
会
で
は
、
今
後

一
人
暮
ら
し
の
方
が
更
に
増
え
る
の
は
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
が
、

た
っ
た
一
人
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
い
る
大
谷
選
手
の
よ
う

に
、
勇
気
を
も
っ
て
今
ま
で
以
上
に
広
く

お
寺
を
開
放
し
、
葬
儀
・
法
要
だ
け
で
は

な
く
も
っ
と
地
域
の
為
に
活
用
出
来
る
様

に
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

宗
務
所
養
成
所
は
順
調
に
講
習
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。
檀
信
徒
講
習
会
も
嬉
し
い

こ
と
に
初
心
者
の
受
講
生
が
増
え
ま
し

た
。
養
成
所
員
が
興
し
た
講
か
ら
の
参
加

者
も
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
後
も
師
範
・
詠
範
の
育
成
・
そ
し
て
梅

花
講
員
が
少
し
で
も
増
え
ま
す
よ
う
、
養

成
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
の
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
理

解
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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講師の佐藤道幸老師

　

二
月
六
日
禅
セ
ン
タ
ー
に
て
、
寺
院
実

務
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
宗
教
法
人
を
取
り
巻
く
情

勢
」
で
泉
流
寺
佐
藤
道
幸
老
師
が
講
師
を

務
め
、
宗
教
法
人
法
や
税
法
と
い
っ
た
各

種
法
制
度
と
宗
教
法
人
と
の
関
係
に
重
き

を
置
い
た
内
容
で
し
た
。
以
前
の
私
は
、

こ
う
い
っ
た
話
題
に
つ
い
て
普
段
あ
ま
り

関
心
が
な
く
、
制
度
上
手
続
き
が
必
要
な

場
合
に
し
か
関
心
が
な
い
の
が
現
状
で
し

た
。

　

そ
ん
な
私
が
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、
数
年
前
に
私
が
住
職
に
就

任
し
法
務
局
へ
代
表
役
員
変
更
の
登
記
を

し
よ
う
と
し
た
際
に
寺
院
規
則
が
見
当
た

ら
ず
、
県
庁
へ
寺
院
規
則
謄
本
の
再
交
付

を
申
請
し
ま
し
た
。
再
交
付
を
受
け
て
登

記
自
体
は
無
事
に
完
了
し
ま
し
た
が
、
寺

院
規
則
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
規
則
に
定

め
る
責
任
役
員
の
人
数
と
宗
務
庁
に
申
請

し
て
い
た
人
数
と
が
合
わ
ず
、
規
則
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
経
験
が

な
け
れ
ば
、
現
在
で
も
書
類
等
に
対
す
る

意
識
は
低
い
ま
ま
で
い
た
だ
ろ
う
と
思
う

と
、
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

講
義
で
は
宗
教
法
人
設
立
の
背
景
か
ら

始
ま
り
、
税
法
上
の
宗
教
法
人
の
扱
い
や

税
務
調
査
や
指
導
に
つ
い
て
。
他
寺
院
の

実
際
の
規
則
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
労
働

基
準
法
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則

や
賃
金
規
則
に
つ
い
て
。
宗
教
団
体
と
公

益
法
人
と
し
て
の
宗
教
法
人
の
扱
い
に
つ

い
て
等
の
内
容
で
講
義
が
進
み
、
最
後
に

近
年
日
本
年
金
機
構
よ
り
厚
生
年
金
加
入

を
促
す
通
知
が
届
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、講
義
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

寺
院
は
宗
教
団
体
で
あ
り
、
宗
教
法
人

で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
宗
教
団
体
と
し

て
「
聖
」
と
「
俗
」
の
境
界
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
宗
教
法
人

の
運
営
に
は
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
よ
う

各
種
法
令
に
従
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
寺
院

を
は
じ
め
と
す
る
各
宗
教
法
人
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
今
後
の
寺
院

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
と
同
時
に
、
今
後
も
行
わ
れ
る
で

あ
ろ
う
我
々
に
関
係
す
る
法
改
正
や
法
解

釈
の
変
更
が
、
そ
の
現
状
に
則
し
た
も
の

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

寺
院
実
務
研
修
報
告

「
寺
院
実
務
研
修
」
に
参
加
し
て

八
教
区
　
東
陽
寺
住
職
　
安
孫
子
　
賢
　
太
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講師の相原昇明老師

　

あ
る
満
員
電
車
の
な
か
の
出
来
事
で

す
。
席
に
腰
掛
け
て
い
た
男
子
高
校
生
の

前
に
年
配
の
男
性
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

あ
た
り
の
様
子
に
気
づ
く
と
高
校
生
は
席

を
譲
ろ
う
と
無
言
で
立
ち
上
が
り
ま
す
。 

　

す
る
と
男
性
は
一
言
「
わ
し
は
電
車
に

し
上
げ
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
も

求
め
ず
に
行
為
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ば
、
布
施
の
菩
薩
行
で
あ
り
ま
し
た
。
も

し
男
性
か
ら
拒
絶
さ
れ
よ
う
と
も
彼
の
こ

こ
ろ
が
平
常
心
で
あ
れ
ば
。 

　

と
は
い
え
私
が
ま
っ
さ
き
に
共
感
し
た

の
は
か
の
男
子
高
校
生
で
し
た
。
も
し
同

じ
立
場
で
あ
れ
ば
汚
い
言
葉
を
吐
き
捨
て

る
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
や
り
場
の

な
い
心
の
発
露
に
苦
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
い
つ
だ
れ
の
身
に
も
起
こ
り

う
る
出
来
事
で
す
。
そ
し
て
起
こ
る
心
の

ゆ
ら
ぎ
は
布
教
師
と
し
て
の
心
構
え
が
問

わ
れ
た
瞬
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
相
原
老

師
は
聴
講
者
に
優
し
く
語
り
か
け
ま
し

た
。 

「
そ
れ
で
も
傷
つ
い
た
り
自
ら
の
愚
か
さ

に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
と
き
は
、
実
は
仏
さ

乗
っ
た
ら
座
ら
ん
」
こ
の
反
応
に
ム
ッ
と

し
た
表
情
の
高
校
生
は
そ
の
場
を
離
れ
、

去
り
際
に
ボ
ソ
リ
と
吐
き
捨
て
ま
し
た
。 

「
ク
ソ
じ
じ
ぃ
」 

　

二
月
十
六
日
午
前
中
に
初
学
の
布
教
師

へ
向
け
た
御
講
義
を
、
午
後
か
ら
は
範
例

法
話
を
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
成
願
寺
住
職

相
原
昇
明
老
師
よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
。
前
述
は
相
原
老
師
が
御
法
話
の
な
か

で
紹
介
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
こ
の

よ
う
な
事
態
を
仏
教
的
に
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
、
課
題
と
し
て
我
々
聴
講
者
に
問

い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

た
と
え
ば
男
性
側
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

や
「
悪
い
け
ど
気
持
ち
だ
け
も
ら
っ
て
遠

慮
さ
せ
て
も
ら
う
よ
」
な
ど
思
い
や
り
を

含
ん
だ
言
葉
が
一
言
で
も
あ
れ
ば
、
事
態

は
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
愛
語
の
一
言
が
あ
れ
ば
そ
の
場
に
居

た
人
達
の
耳
が
汚
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
理
想
を
申

ま
に
出
会
え
る
き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」 

　

本
講
座
を
終
え
布
教
師
と
し
て
の
道
し

る
べ
を
頂
戴
し
、
心
が
ま
え
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

布
教
師
養
成
講
座

布
教
師
養
成
講
座
を
終
え
て

十
八
教
区
　
實
相
寺
副
住
職
　
大
佐
賀
　
正
　
信
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つ
い
こ
の
前
ま
で
雪
か
き
を
し
て
い
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
夏
の
よ
う

な
暑
さ
で
す
。
あ
ん
な
に
綺
麗
に
咲
い
て
い
た
桜
の
花
も
散
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
命
も
ま
た
、
雪
が
消
え
て
な
く
な
る
よ
う
に
、
桜
の
花
が
散

る
よ
う
に
消
え
る
時
が
や
っ
て
き
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
い
つ
く
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
す
。

　

道
元
禅
師
様
の
お
言
葉
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
修
証
義
」
と
い
う
お
経
の

中
に
、
こ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。

「
無
常
た
の
み
難が
た

し　

知
ら
ず
露ろ

　
め
い命
い
か
な
る
道
の
草
に
か
落
ち
ん
」

　

死
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
、
予
想
も
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
草
む
ら

に
宿
る
露
の
よ
う
な
は
か
な
い
命
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
消
え
る
か
、
全
く

分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
お
示
し
で
す
。

私
は
こ
の
修
証
義
の
一
節
を
読
む
た
び
に
思
い
出
す
方
が
お
り
ま
す
。

　

お
寺
の
檀
信
徒
の
方
で
佐
藤
さ
ん
と
い
う
六
十
代
の
男
性
の
方
が
お
り

ま
し
た
。佐
藤
さ
ん
は
声
が
大
き
く
て
、私
を
見
つ
け
ま
す
と「
副
住
職
！
」

と
言
っ
て
走
っ
て
駆
け
寄
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
と
て
も
元
気
で
気

さ
く
な
方
で
し
た
。
何
に
対
し
て
も
い
つ
も
一
生
懸
命
で
、
地
域
の
人
か

ら
も
慕
わ
れ
、
消
防
団
の
班
長
も
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り

も
お
寺
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
お
寺
の
行
事
に
は
い
つ
も
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
お
寺
の
行
事
の
一
つ
に
お
涅

槃
会
が
あ
り
ま
す
。
福
厳
寺
で
は
、
毎
年
四
月
の
第
四
日
曜
日
に
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
前
の
週
の
第
三
日
曜
に
は
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が
お

寺
の
掃
除
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
先
頭
に
な
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

る
の
が
佐
藤
さ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
年
は
お
寺
の
都
合
に
よ
り
、
少
し
早
目
の
四
月
三
日
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
朝
の
八
時
に
お
寺
に
集
合
し
て
、
隅
か
ら
隅
ま
で
掃
除
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
に
指
示
を
出
し
て
ま
と
め
て

い
た
の
は
佐
藤
さ
ん
で
す
。
で
も
、
私
は
そ
の
日
、
用
事
が
あ
っ
て
一
緒

に
掃
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
戻
っ
た
の
は
、
午
後
二
時
頃
の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
だ
っ
た
ら
、

お
昼
ご
は
ん
も
食
べ
終
わ
っ
て
み
ん
な
帰
っ
て
い
る
時
間
だ
っ
た
の
で
、

も
う
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
お
寺
の
玄
関
を
開
け
て
み
ま

す
と
佐
藤
さ
ん
の
元
気
な
話
し
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
待
っ
て
た
よ
！
副
住
職
！
」

　

私
は
驚
い
て

「
あ
れ
、
み
ん
な
待
っ
て
て
く
れ
た
ん
で
す
か
」

　

こ
う
尋
ね
る
と
佐
藤
さ
ん
は

「
い
つ
会
え
な
く
な
る
か
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
な
。」

と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

あ
と
で
聞
い
た
話
で
は
、
私
が
帰
る
ま
で
待
っ
て
い
よ
う
と
佐
藤
さ
ん

今
を
大
切
に

秋
田
県
宗
務
所
ネ
ッ
ト
法
話
〈
11
〉

福
厳
寺
副
住
職
　
栗
　
谷
　
大
　
三
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が
言
っ
て
み
ん
な
で
待
っ
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
は
嬉
し
さ
と
恥

ず
か
し
さ
で
、
少
し
照
れ
臭
か
っ
た
の
で
す
が
、
佐
藤
さ
ん
の
気
持
ち
が

あ
り
が
た
く
て
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

　

私
が
戻
っ
た
こ
と
で
お
開
き
と
な
り
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
一
人
ひ
と
り

に
お
礼
を
言
っ
て
、
そ
し
て
最
後
は
佐
藤
さ
ん
と
両
手
で
ガ
ッ
チ
リ
握
手

を
し
て
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
握
手
を
し
た
手
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い

て
肉
厚
で
暖
か
く
て
、掃
除
を
し
た
後
な
の
で
少
し
汚
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
手
を
見
た
だ
け
で
も
一
生
懸
命
掃
除
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
私
は
佐
藤
さ
ん
の
手
を
握
り
な
が
ら
、
も
う
一
度
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
深
々
と
頭
を
さ
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
涅
槃
会
で
ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
そ
の
日
は
別

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
が
帰
っ
た
あ
と
、
本
堂
の
片
づ
け
を
し
て
い
る
と
、

忘
れ
物
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
佐
藤
さ
ん
が
い
つ
も

被
っ
て
い
た
帽
子
で
し
た
。
私
は
「
ま
た
今
度
会
っ
た
時
に
渡
そ
う
」
と

思
い
、
帽
子
は
そ
れ
ま
で
お
寺
で
預
か
っ
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
日
後
の
四
月
七
日
早
朝
、
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
の
音
で
目
が

覚
め
ま
し
た
。
応
対
し
た
師
匠
が
私
を
呼
び
ま
す
。

「
佐
藤
さ
ん
、
昨
日
亡
く
な
っ
た
そ
う
だ
。」

　

私
は
始
め
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
佐
藤
さ

ん
て
誰
だ
ろ
う
、
ど
こ
の
人
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
風
に
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
は
あ
の
元
気
だ
っ
た
佐
藤
さ
ん
の
こ
と
で
し
た
。
あ
ま
り
に
突
然
の

事
で
言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
ん
の
四
日
前
に
お
会
い
し
て
、
再
開

を
約
束
し
た
ば
か
り
で
す
。
何
よ
り
も
ま
だ
握
手
を
し
た
手
の
感
触
が

残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
の
ご
葬
儀
は
、
自
宅
で
行
わ
れ
て
次
の
日
に
ご
家
族
の
方
が

お
寺
参
り
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。
須
弥
壇
に
は
お
供
物
と
一
緒
に
、
佐
藤
さ

ん
が
忘
れ
て
行
っ
た
帽
子
も
お
供
え
し
て
お
つ
と
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
が
掃
除
を
し
て
綺
麗
に
な
っ
た
本
堂
で
、
一
番
最
初

の
お
つ
と
め
が
佐
藤
さ
ん
の
ご
供
養
で
し
た
。

奥
さ
ん
は
「
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。」
こ
う
仰
い
ま
す
。
奥
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
含
め
て

あ
の
場
に
い
た
誰
ひ
と
り
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
は
佐
藤
さ
ん
は
掃
除
を
行
っ
た
日
、
朝
か
ら
体
調
が
悪
か
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
掃
除
に
き
て
く
だ
さ
っ
て
、
体
調
が
悪
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、私
に
会
う
た
め
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
最
後
と
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
佐
藤
さ
ん
に

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
も
し
す
ぐ
に
帽
子
を
届
け
に
行
っ
て
い
た
ら
も
う
一
度
会
え
た

か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
思
う
と
後
回
し
に
し
て
し
ま
っ
た
自
分
を
後
悔
い

た
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
さ
れ
る
方
で
し
た
。
そ
し
て
、

い
つ
で
も
一
生
懸
命
生
き
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
亡
く
な
る
直
前
ま

で
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
の
生
き
方
を
代
弁
す
る
か

の
よ
う
に
奥
さ
ん
は

「
大
好
き
な
お
寺
に
最
後
ま
で
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
幸
せ

だ
っ
た
と
思
う
」

こ
う
仰
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

忘
れ
て
行
っ
た
帽
子
は
、
葬
儀
の
後
も
し
ば
ら
く
お
寺
で
預
か
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
毎
日
そ
の
帽
子
を
見
る
た
び
に
、
元
気
だ
っ
た
佐
藤
さ

ん
を
思
い
出
し
、
帽
子
を
届
け
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
そ
し
て
今
を

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
帽
子
を
返
し
て
お
寺

か
ら
無
く
な
っ
た
今
も
そ
の
思
い
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
命
は
必
ず
尽
き
る
時
が
き
ま
す
。
そ
の
限
り
あ
る
命
の
中
で

ど
う
生
き
て
行
く
か
、そ
の
命
が
尽
き
る
ま
で
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
、

そ
の
こ
と
を
佐
藤
さ
ん
は
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
ど
こ
で
消
え
る
か
わ
か
ら
な
い
命
だ
か
ら
こ
そ
、
今
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
、
今
で
き
る
こ
と
、
今
会
え
る
人
、
そ
れ
を
疎
か
に
し

な
い
こ
と
が
後
悔
し
な
い
生
き
方
で
す
。

　

命
あ
る
今
を
大
切
に
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平
成
三
十
年
二
月
二
十
七
日
～
三
月
一

日
の
日
程
で
大
阪
に
て
開
催
さ
れ
た
全
国

人
権
擁
護
推
進
主
事
研
修
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
「
共
生
社
会
に
向
け

て
」
が
テ
ー
マ
で
、
国
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
外
国
人
の
方
々
、
ま
た
、
障
が
い
を

持
つ
人
達
と
の
共
生
・
人
権
擁
護
に
関
し

て
の
勉
強
会
で
、
生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
九
年
六
月
に
法
務
省
委
託
で

外
国
人
住
民
調
査
が
行
わ
れ
、
報
告
書
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
札
幌
・
新
潟
・
東
京

近
隣
・
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
・
大
阪
近
隣
・

福
岡
の
在
留
者
が
多
い
場
所
で
一
八
五
○

○
人
中
、
四
二
五
二
人
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
も
の
で
す
。
コ
メ
ン
ト
に
は
「
日
本
で

生
ま
れ
育
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
籍

だ
け
で
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
れ
な
い
と
い
う

の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
て
も
不

思
議
で
、
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。（
中
略
）
偏
見
や
差
別
は
ま

だ
ま
だ
日
本
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。（
女
性
・
五
○
歳
代
・
韓
国
）」

「
日
本
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
自
分
の
心
の

拠
り
所
も
、
故
郷
も
日
本
で
す
。
日
本
が

大
好
き
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
日
本
人
の

外
国
人
へ
の
偏
見
は
根
強
い
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
多
様
性
を
互
い
に
認
め
、

共
に
前
向
き
に
生
き
て
い
く
社
会
を
願
い

ま
す
。
就
職
面
接
時
に
外
国
人
で
あ
る
こ

と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
面
接
者
の
態
度

を
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
差
別
の
圧
迫
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
女
性
・
六
○
歳
代
・

韓
国
）」「
結
婚
相
手
の
両
親
か
ら
、
外
国

人
と
い
う
理
由
で
拒
絶
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。（
女
性
・
六
○
歳
代
・
韓
国
）」
先
入

観
や
不
見
識
に
よ
り
、
無
意
識
の
内
に
相

手
を
差
別
し
て
い
る
事
例
が
沢
山
あ
り
ま

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
歴
史
認
識
の
問
題
が

頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自

分
の
中
に
も
偏
見
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
事
実
を
学
び
向
き
合
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
歴
史
的
、
構
造

的
に
差
別
さ
れ
て
き
た
皮
膚
の
色
、民
族
、

国
籍
、
社
会
的
出
自
な
ど
に
お
け
る
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
集
団
、
個
人
に
対
す
る
、
そ

の
属
性
を
理
由
と
す
る
差
別
扇
動
表
現
）」

に
つ
い
て
の
講
義
で
は
、
驚
き
を
通
り
越

し
て
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
15
歳
の
中
学

生
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
動
画
が
ネ
ッ
ト

に
あ
り
ま
す
。
大
阪
最
大
の
コ
リ
ア
タ
ウ

ン
鶴
橋
で
大
虐
殺
予
告
を
し
、「
南
京
大

虐
殺
で
は
な
く
て
鶴
橋
大
虐
殺
を
実
行
し

ま
す
よ
。」
そ
れ
を
後
で
囃
し
立
て
る
大

人
達
が
い
ま
す
。
流
言
に
よ
り
、
関
東
大

震
災
で
朝
鮮
人
が
虐
殺
さ
れ
て
い
る
事
も

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
今
被
害
に
あ
っ
て

い
る
方
の
「
日
本
で
住
む
こ
と
へ
の
不
安

や
恐
怖
・
日
本
社
会
へ
の
失
望
」
に
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
権

は
侵
害
さ
れ
る
べ
き
で
無
い
も
の
で
す
。

見
過
ご
し
て
な
ら
な
い
事
に
、
は
っ
き
り

意
思
表
示
し
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
見
識

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
人
権
擁
護
推
進
学
習

テ
ー
マ
は
「
障
害
者
差
別
」
に
つ
い
て
、

今
回
の
研
修
で
は
埼
玉
県
宗
務
所
長 

安

野
老
師
よ
り
、
ご
自
身
の
活
動
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
重
度
自
閉
症
の
次
男
さ
ん

と
歩
ん
で
き
た
日
々
、
向
き
合
う
姿
勢
に

感
銘
を
う
け
ま
し
た
。（
今
年
度
学
習
資

料
・
障
害
者
差
別
解
消
法
を
し
っ
て
い
ま

す
か
？
三
～
四
頁
参
照
）
寄
り
添
っ
て
、

理
解
し
よ
う
す
る
人
が
一
人
で
も
増
え
る

よ
う
に
、
僧
侶
と
し
て
こ
の
「
同
事
行
」

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

（
人
権
擁
護
推
進
主
事　

佐
藤
徳
祐
）

人
権
コ
ー
ナ
ー

入居差別に関して（複数回答）
外国人であることを理由に入居を断られた 39.3％
日本人の保証人がいないことを理由に入居を断られた 41.2％
『外国人お断り』と書かれた物件を見たので、あきら
めた

26.8％

就職差別に関して（複数回答）
外国人であることを理由に就職を断られた 25.0%
同じ仕事をしているのに、賃金が日本人より低かった 19.6%
勤務時間や休暇日数等の労働条件が日本人より劣悪 12.8%
外国人のゆえに、昇進できないという不利益を受けた 17.1%
外国人であることを理由に解雇された 4.4%
上司から外国人であることを隠すよう指示された 3.1%

日本人の偏見を感じた経験（複数回答）
職場や学校で偏見があり、人間関係の不和 26.0%
職場や学校でのいじめ 13.6%
名前が日本人風でないことによる嫌がらせ 10.0%
日本語がうまく使えないことで嫌がらせをうけた 25.1%
知らない人からジロジロ見られた 31.8%
公の場で自分を避けるようにされた 14.9%
近所の住民になかなか受け入れてもらえない 13.3%
人に話しかけたが無視された 18.4%
交際・結婚を相手の親族から反対された 8.9%
日本人親族から、子供に母国文化を教えないように言
われた

3.4%

日本人の身内から、出身国やその文化を、侮辱された 9.2%
日本人の身内から、日本人風の名前を名乗るように促
された

4.6%

外国人住民調査報告書（法務省委託）より拔隊
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恒
例
の
徒
弟
研
修
会
は
、
年
度
末
の
三

月
二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
禅
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
県
内
の
未
成
年
の
徒
弟
の
皆
さ
ん
男
女

合
わ
せ
て
八
名
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
更
に
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
僧
堂
安
居
予
定
の
方
の
為

に
、
基
本
所
作
等
を
学
ん
で
頂
く
研
修
会

も
、
こ
の
徒
弟
研
修
会
と
は
別
メ
ニ
ュ
ー

で
試
験
的
に
申
し
込
み
を
受
付
ま
し
た
。

結
果
、
昨
年
同
様
一
人
の
申
込
を
得
て
行

う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
受
付
、
一
時
半
開
始
、
開
会

式
、
所
長
挨
拶
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

自
己
紹
介
、
記
念
写
真
が
あ
り
、
全
般
の

進
行
等
は
宗
務
所
職
員
で
進
め
、
そ
の
後

の
、
お
経
の
読
み
方
練
習
、
写
仏
、
写
経
、

坐
禅
の
練
習
等
は
青
年
会
有
志
の
協
力
を

得
て
、参
加
人
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
日
程
を
進
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

最
後
は
行
茶
、
感
想
発
表
を
そ
れ
ぞ
れ

し
て
頂
き
、
事
故
無
く
全
て
の
日
程
を
終

え
閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
僧
堂
安
居
予
定
の
方
の
為
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
や
は
り
青
年
会
で
近
年
送
行

さ
れ
た
会
員
を
特
に
お
願
い
し
、
禅
セ
ン

タ
ー
一
階
の
和
室
で
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
事
前
に

申
し
込
み
さ
れ
た
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
頂
き
、
基
本
所
作
、
進
退
の
ど
う
い
う

所
を
学
び
た
い
か
も
話
し
合
い
、
昨
年
度

以
上
に
内
容
の
濃
い
研
修
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
更
に
お
互
い
連
絡
先
を
交
換
し

て
頂
き
、出
来
れ
ば
安
居
直
前
ま
で
連
絡
、

指
導
、
情
報
交
換
が
出
来
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

徒
弟
研
修
会
の
持
ち
方
に
つ
い
て
は
、

内
容
、
場
所
、
日
程
等
含
め
ま
だ
ま
だ
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同

時
に
安
居
前
の
研
修
も
更
に
よ
り
よ
い
計

画
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
青
年
会
の
皆

様
の
意
見
も
交
え
な
が
ら
更
に
内
容
の
濃

い
研
修
会
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
教
化
主
事　

國
安
大
智
）

教
化
コ
ー
ナ
ー

二
十
九
年
度
徒
弟
研
修
会
報
告
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お
付
き
合
い

�

正
法
院
　
清
　
水
　
道
　
広

　
お
付
き
合
い
に
つ
い
て
一
考
。
友
人
と

の
電
話
で
の
会
話
。
特
に
名
乗
る
わ
け
で

も
な
く
、「
お
っ
、ど
う
も
。」か
ら
始
ま
る
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
気
心
知
れ
た
者
同

士
が
紡
い
で
い
く
会
話
。
私
は
人
と
人
と

の
お
付
き
合
い
と
は
、
顔
と
名
前
を
知
っ

て
い
る
者
同
士
で
成
立
す
る
も
の
。
も
し

く
は
双
方
が
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
が
結

び
つ
き
を
願
っ
て
成
立
す
る
も
の
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

　
先
日
、
突
然
見
た
事
も
な
い
市
外
局
番

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
電
話
に
出

る
と
一
言
、「
生
き
る
事
に
疲
れ
た
。」
と

言
う
。
放
っ
て
は
お
け
ず
話
を
聞
い
た
。

そ
の
方
は
、
電
話
を
か
け
て
も
お
話
を
聞

い
て
く
れ
な
い
、
す
ぐ
に
切
る
、
電
話
に

す
ら
出
な
い
お
寺
が
沢
山
あ
る
、
と
愚
痴

を
こ
ぼ
し
始
め
た
が
、
結
局
「
実
は
特
に

こ
れ
と
い
っ
た
用
は
無
い
ん
だ
。」
と
い

う
言
葉
に
続
き
、
一
貫
性
を
持
た
な
い
事

を
話
し
、
最
後
は
ご
自
身
の
若
い
頃
の
話

で
終
わ
っ
た
。
要
す
る
に
話
し
相
手
が
欲

し
か
っ
た
だ
け
の
よ
う
だ
。
う
ち
の
お
寺

に
電
話
を
か
け
て
き
た
の
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
寺
を
検
索
し
、
上
か
ら
六
番

目
に
載
っ
て
い
た
お
寺
に
無
作
為
に
電
話

を
か
け
て
み
た
。
そ
こ
が
う
ち
だ
っ
た
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ
っ
た
。
向
こ
う
も

私
と
の
結
び
つ
き
を
願
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
電
話
を
か
け
た
相
手
が
た
ま
た
ま
話

を
聞
い
て
く
れ
た
だ
け
。
そ
の
方
は
お
住

ま
い
の
土
地
な
ら
で
は
の
口
調
で
、
初
め

は
ま
く
し
立
て
る
よ
う
に
話
し
て
き
た
。

最
後
は
少
し
穏
や
か
な
口
調
に
な
っ
た
よ

う
に
も
感
じ
た
が
、
改
め
て
た
だ
話
を
聞

い
て
欲
し
か
っ
た
だ
け
な
の
だ
、
と
私
な

り
に
理
解
し
た
。

　
お
寺
の
役
割
を
考
え
て
み
る
。
秋
田
に

は
難
題
に
向
き
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
を

真
摯
に
受
け
止
め
て
下
さ
る
御
老
師
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
普
段
か
ら
そ
の
ス
タ
ン
ス

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
れ
ば
、
突
然
の
電
話

に
も
動
じ
ず
対
応
で
き
た
の
か
。
一
般
の

方
は
お
寺
の
役
割
を
、
あ
る
種
の
相
談
窓

口
で
も
あ
る
、
と
捉
え
て
い
る
。
私
達
は

多
岐
に
亘
る
相
談
に
マ
ル
チ
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

私
は
こ
の
度
の
無
作
為
な
電
話
か
ら
、

お
寺
の
役
割
と
は
、「
お
付
き
合
い
」
だ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。受
け
る
も
拒
む
も
、

そ
の
区
別
は
一
人
一
人
の
価
値
観
に
よ
っ

て
違
う
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
檀
家
さ
ん
に

し
ろ
、
お
参
り
に
訪
れ
た
方
に
し
ろ
、
お

付
き
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る
。「
お
っ
、

ど
う
も
。」
と
言
う
お
付
き
合
い
か
ら
、

出
来
れ
ば
顔
も
見
た
く
な
い
お
付
き
合
い

ま
で
。
良
く
も
悪
く
も
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
思
う
。
き
っ
と
得
る
も
の
が
あ
る
は

ず
だ
か
ら
。

　
し
か
し
無
作
為
な
相
手
と
の
お
付
き
合

い
は
ど
う
し
た
も
の
か
。
今
度
御
老
師
に

相
談
し
て
み
よ
う
。
た
だ
、
そ
の
無
作
為

に
電
話
を
か
け
て
き
た
方
は
、最
後
に「
一

期
一
会
」
と
い
う
言
葉
で
会
話
を
結
ん
で

い
た
。

段
取
り
即
修
行

�

福
寿
寺
　
奥
　
山
　
一
　
英

　
青
少
年
教
化
委
員
を
拝
命
し
て
い
る
こ

と
か
ら
十
年
ほ
ど
宗
務
所
研
修
部
に
在
籍

し
て
お
り
ま
し
た
。
が
、
二
十
八
年
度
の

春
に
予
告
も
な
く
布
教
部
か
ら
部
会
開
催

の
案
内
が
届
き
ま
し
た
。

　
布
教
部
と
い
え
ば
行
事
綿
密
、
お
酒
な

ど
一
滴
も
飲
ま
ず
坐
禅
と
祖
録
に
親
し
む

こ
と
を
喜
び
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
籍
を

置
く
硬
派
な
部
会
と
い
う
思
い
込
み
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
宗
務
所
職
員
の
方
々
が

私
に
も
っ
と
勉
強
を
し
て
研
鑽
を
積
む
よ

う
に
と
い
う
強
制
的
な
ご
配
慮
を
し
て
下

さ
っ
た
の
だ
と
覚
悟
の
思
い
で
部
会
に
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
は
、
な
ん
と
い
う
こ
と
は
な
く

布
教
師
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
布
教
部

入
り
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
自
発
的

過
剰
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
は
解
放
さ
れ
た

の
で
す
が
、
そ
こ
は
布
教
部
、
一
年
の
猶

予
の
後
実
演
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
法
話
の
原
稿
が
な
か
な
か
出

来
上
が
ら
ず
、
内
容
も
典
型
的
な
初
心
の

演
者
で
し
た
が
、
自
分
の
不
得
意
と
す
る

具
体
的
な
例
話
の
挿
入
な
ど
課
題
が
分

か
っ
た
点
は
収
穫
で
し
た
。

　

法
話
は
「
法
を
伝
え
る
」
こ
と
で
す

が
、
法
話
に
限
ら
ず
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
多
々
あ
り

ま
す
。
電
話
口
で
「
そ
ち
ら
に
伺
い
ま

す
」
と
言
っ
た
つ
も
り
が
お
互
い
に
行
き

違
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
行
事
予
定

が
一
カ
月
違
っ
て
い
た
り
と
い
っ
た
具
合

で
す
。

　
会
話
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
例
え
ら
れ

ま
す
。
届
か
な
い
球
や
暴
投
で
は
相
手
が

受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

　

法
話
の
原
稿
作
り
に
は
祖
録
の
精
読

─
十
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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や
、
ネ
タ
集
め
を
す
る
等
の
準
備
が
あ
り

ま
す
が
、
伝
わ
る
原
稿
作
り
は
そ
こ
に
も

う
一
工
夫
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
お
寺
の
生
活
は
仏
道
修
行
。
普
段
の

生
活
が
そ
の
準
備
と
な
る
よ
う
な
日
送
り

を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

報
恩
忌

�

耕
田
寺
小
住　

佐
々
木
　
賢
　
龍

　
今
年
は
三
世
久
厳
栄
昌
大
和
尚
三
百
回

忌
、
十
世
学
峰
智
玄
大
和
尚
二
百
回
忌
、

先
師
二
十
二
世
の
三
十
三
回
忌
各
正
当
、

二
年
繰
り
上
げ
て
二
十
一
世
、
紫
関
養
道

大
和
尚
百
回
忌
を
涅
槃
会
等
恒
規
法
要
に

併
せ
て
修
行
す
る
。

　
御
導
師
拝
請
の
折
、
本
寺
龍
渕
寺
様
よ

り
三
世
の
大
和
尚
様
は
龍
渕
寺
歴
住
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。
十

世
大
和
尚
様
に
つ
い
て
残
念
な
が
ら
不

詳
。
二
十
一
世
大
和
尚
様
は
横
手
市
浅
舞

の
龍
泉
寺
で
修
行
し
佐
々
木
の
姓
を
頂
き

能
代
市
二
ツ
井
の
福
寿
院
の
三
世
を
経
て

当
寺
に
就
任
し
た
。

　
先
師
に
就
い
て
得
度
の
法
縁
を
得
た
の

は
私
が
十
七
歳
、
本
師
七
十
六
歳
の
時
で

あ
っ
た
。
学
校
が
休
み
の
際
お
寺
で
の
生

活
を
経
験
し
た
。
毎
朝
五
時
か
ら
朝
課
、

六
時
に
小
食
。
寝
坊
し
て
も
怒
ら
れ
た
こ

と
は
無
い
。
朝
課
に
も
慣
れ
、
幾
分
、
お

経
を
憶
え
て
き
た
時
に
磬
子
の
鳴
ら
す
箇

所
が
気
に
な
り
、「
ど
こ
で
磬
子
を
鳴
ら

し
た
ら
い
い
の
で
す
か
？
」「
あ
り
が
た

い
と
こ
ろ
で
鳴
ら
せ
ば
い
い
。」
私
は
戸

惑
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
お
よ
そ
鳴
ら
す
箇

所
は
自
分
な
り
に
理
解
し
て
い
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
予
想
外
の
答
え
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
教
え
は
年
々
重
み
を
感
じ

て
き
て
い
る
。

　
読
経
や
人
と
の
出
会
い
を
含
め
様
々
な

ご
縁
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
い
か
な
い
。

　
先
日
、檀
家
さ
ん
の
初
願
忌
の
法
要
で
、

先
師
が
揮
毫
し
た「
慈
愛
」を
拝
見
し
た
。

遷
化
さ
れ
る
前
年
の
書
で
あ
っ
た
。

　

三
十
三
回
忌
正
当
の
年
に
正
に
好
縁
。

難
し
い
こ
と
は
言
わ
ず
赤
子
を
諭
す
よ
う

に
常
に
導
い
て
頂
い
た
。
報
恩
感
謝
の
念

は
た
え
な
い
。

　
各
ご
寺
院
様
、
檀
家
さ
ん
そ
し
て
多
く

の
方
々
に
対
し
て
も
先
師
の
心
を
受
け
継

ぎ
接
し
て
い
き
た
い
。

子
供
達
を
お
も
う

�

福
昌
寺
　
保
　
坂
　
康
　
雄

　
昨
年
、
所
用
で
仙
台
市
の
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
に
宿
泊
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
朝
食
は

定
番
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
あ
る
。
私
か

ら
少
し
離
れ
た
窓
際
の
テ
ー
ブ
ル
席
に
、

幼
い
三
人
の
子
供
達
を
連
れ
た
家
族
が

座
っ
て
い
た
。
母
親
は
愚
図
る
次
男
を
抱

い
て
テ
ー
ブ
ル
の
周
り
を
歩
き
あ
や
し
て

い
た
。長
男
は
三
歳
位
の
い
た
ず
ら
盛
り
、

食
事
に
飽
き
て
窓
の
ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
カ
ー

テ
ン
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
、
無
邪
気
に

遊
び
に
興
じ
て
い
た
。
母
親
の
再
三
に
亘

る
制
止
な
ど
聞
く
は
ず
も
な
い
。
父
親
に

何
と
か
し
て
と
促
し
た
。
す
る
と
父
親
は

や
お
ら
立
ち
あ
が
り
テ
ー
ブ
ル
越
し
に
こ

ら
っ
と
ば
か
り
に
幼
子
の
頭
を
叩
い
た
。

当
然
の
如
く
長
男
は
声
を
上
げ
て
泣
き
出

し
た
。
不
幸
な
出
来
事
は
ま
だ
続
く
、
五

歳
位
の
長
女
が
弟
に
近
寄
り
、
父
親
と
同

じ
様
に
泣
く
子
の
頭
を
小
さ
な
手
で
再
び

叩
く
。
母
親
は
泣
き
叫
ぶ
長
男
を
諭
す
こ

と
も
慰
め
る
こ
と
も
無
く
、
あ
な
た
が
悪

い
こ
と
を
し
た
か
ら
と
突
き
放
し
た
。
は

て
さ
て
長
男
の
辛
い
心
の
行
き
場
は
何
処

に
も
無
い
。
こ
の
家
庭
で
は
日
常
的
に
父

親
が
幼
子
に
手
を
上
げ
る
。
さ
ら
に
悪
い

こ
と
に
子
供
ま
で
が
模
倣
す
る
。
行
き
す

ぎ
た
躾
（
虐
待
に
近
い
）
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
想
像
し
、
唖
然
と
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
若
い
夫
婦
は
幼
少
期
に
こ
の
時

と
同
様
に
叩
か
れ
な
が
ら
育
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
三
世
代
の
家
族
で
あ
れ
ば
、
祖

父
母
が
間
に
入
り
な
だ
め
大
事
に
し
て
も

ら
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
幼
子
達
は
や
が

て
成
長
し
同
じ
様
な
子
育
て
を
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
暗
い
気
持
に
な
っ
た
。

　
学
生
時
代
大
学
の
授
業
で
鈴
木
格
禅
先

生
か
ら
坐
禅
の
指
導
を
受
け
た
。
作
法
に

厳
し
く
ど
っ
し
り
と
し
た
家
風
の
老
師
で

あ
っ
た
。
あ
る
時
、
坐
禅
堂
内
で
指
の
関

節
を
折
っ
て
鳴
ら
す
音
が
し
た
。
先
生
は

す
ぐ
さ
ま
に
禁
じ
注
意
さ
れ
た
。
に
も
関

わ
ら
ず
ま
た
指
を
鳴
ら
す
学
生
が
い
た
。

『
無
礼
者
、
指
を
鳴
ら
す
な
と
言
っ
た
で

あ
ろ
う
。
佛
祖
に
対
し
申
し
訳
が
立
た

ぬ
。』
堂
内
に
響
き
渡
る
声
で
一
喝
さ
れ

た
。
普
段
で
あ
れ
ば
、
指
の
関
節
を
鳴
ら

し
て
も
ま
ず
咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
坐
禅
堂
は
不
要
な
音
一
切
厳
禁
の

道
場
だ
。
老
師
は
命
が
け
で
正
伝
の
坐
禅

を
行
じ
て
お
ら
れ
た
。

　

一
方
で
は
、
愉
快
な
提
唱
も
さ
れ
た
。

子
供
が
母
親
に
『
ね
ぇ
ね
ぇ
お
母
さ
ん
、

ザ
リ
ガ
ニ
の
赤
ち
ゃ
ん
産
ん
で
よ
』
と

せ
が
ん
だ
。『
何
言
っ
て
ん
の
よ
、
お
母

さ
ん
が
ザ
リ
ガ
ニ
を
産
め
る
訳
な
い
で

し
ょ
、
馬
鹿
な
子
だ
ね
。」
と
母
親
は
相

手
に
し
な
か
っ
た
。
先
生
曰
く
『
何
だ
。

け
ち
け
ち
し
な
い
で
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
赤

ち
ゃ
ん
産
ん
で
や
り
ゃ
ぁ
い
い
じ
ゃ
な
い

か
』
と
。
私
は
子
供
の
夢
を
壊
さ
ず
大
き

な
愛
情
で
包
ん
で
や
れ
と
い
う
こ
と
か
と

理
解
し
た
。
何
事
に
於
い
て
も
小
さ
な
こ

と
に
拘
わ
ら
ず
、
広
い
心
で
受
け
止
め
て

下
さ
る
先
生
で
あ
っ
た
。

　

現
代
は
情
報
機
器
全
盛
の
時
代
と
な

り
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
便

利
は
便
利
で
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
な
が

第120号21（　）平成30年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



　
　
※�

当
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
順
は
原
稿
到

着
順
で
す
。
ま
た
、
肩
書
き
と
ご

氏
名
は
原
稿
に
準
じ
ま
し
た
。

ら
世
は
少
子
化
真
只
中
、
我
が
国
の
未
来

も
子
供
達
の
成
長
如
何
に
懸
っ
て
い
る
。

何
が
不
要
で
何
が
大
事
な
の
か
。
授
か
り

し
子
供
達
、
将
来
を
託
す
子
供
達
、
周
り

が
広
い
心
で
見
守
っ
て
健
や
か
な
成
長
を

願
い
た
い
。

平成 30年度　梅花流秋田県奉詠大会
会場　能代市文化会館
　　　〒 016-0842　能代市追分町 4-26
　　　TEL : 0185-54-8141
期日　平成 30 年 7 月 20 日（金）
受付　午前 9 時
開演　午前 10 時 30 分
終了　午後 3 時 00 分

平成30年度曹洞宗布教師特設検定秋田市開催について

　平素は宗務所事業に格別のご高配を賜り、衷心より御礼申し上げます。
　さて、この度布教師特設検定が、下記の通り秋田市で開催されます。
　ご承知のように、布教師検定は本庁で毎年開催されておりますが、この度の検定は、特
に当県開催はあとしばらくの間開催される予定はございませんので、御法務御多忙のこと
とは存じますが、是非この貴重な機会に受けて頂きたくご案内申し上げます。
　検定希望の方は、同封の検定申込書に必要事項を書いて、秋田県宗務所に５月 30 日（水）
までお申し込み下さい。

記

１．日　　時　　　平成 30 年７月 11 日（水）友引　受付　正午より
２．場　　所　　　秋田市キャッスルホテル
３．受検等級　　　令命１等、令命２等　
４．申請書類　　　布教師検定申請書
５．締め切り　　　５月 30 日 ( 水 )　秋田県宗務所まで
６．検定手数料　　５,000 円　申請書に付帯
７．検定科目　　　布教実演及び筆記試験
８．服　　装　　　改良衣に絡子着用
９．試験範囲〇�布教実演　５分　今年度「布教教化に関する告諭」「布教教化方針」に準

じた実演
　　　　　　〇筆記試験 90 分　宗務庁版『仏教概論』第２章～第６章
　　　　　　　�『曹洞宗宗制』より宗憲第１章～第３章、儀礼規程第１章～第２章（両書

とも曹洞宗ブックセンターで購入可）
　　　　　　　�人権意識を問う小論文、「平成 30 年度布教教化方針」に基づいた法話原稿

作成（800 字以上 900 字以内）
　　　　　　　（布教実演と重複しない法話原稿）

※県内申込者は前日宗務所にて、試験の傾向と対策研修を開催します。

第120号 平成30年５月15日（　）22曹洞宗秋田県宗務所所報



報
告教

区
長
紹
介

　

第
11
教
区
教
区
長
と
し
て
、
鹿
角

市
花
輪
、
萬
松
寺
住
職
・
高
田
秀
法

老
師
が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

前
教
区
長
、
鹿
角
市
八
幡
平
、
吉

祥
院
住
職
・
金
澤
一
弘
老
師
に
は
宗

務
所
行
政
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
30
年
１
月
以
降

◎
宗
務
所
梅
花
講
役
員
会

　

1
月
25
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
講
座
一
泊
研
修
会

　

1
月
30
日
～
31
日

◎
梅
花
講
習
会

　

2
月
2
日

◎
寺
院
実
務
研
修
会

　

2
月
6
日

◎
宗
務
所
災
害
対
策
協
議
会

　

2
月
23
日

◎
諮
問
委
員
会

　

2
月
23
日

◎
宗
務
所
梅
花
講
講
長
会

　

2
月
23
日

◎
布
教
師
養
成
講
座

　

3
月
1
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

3
月
2
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
（
初
級
・
上
級
）

　

3
月
5
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
（
研
修
）

　

3
月
7
日

◎
通
常
所
会
（
予
算
）

　

3
月
27
日

教
区

寺
番

寺
院
名

在
籍
区
分

氏
　
名

年
月
日

享
年

5

149

廣
澤
寺

寺
族

久
米
　
蘭
子

29
・
04
・
17

85

17

214

福
昌
寺

住
職

加
藤
　
雅
道

29
・
04
・
27

66

10

293

福
寿
寺

寺
族

奥
山
　
喜
之

29
・
05
・
05

93

10

291

福
昌
寺

寺
族

保
坂
　
康
子

29
・
06
・
11

90

8

239

福
壽
院

住
職

照
井
　
静
一

29
・
07
・
11

75

14

341

金
浦
寺

東
堂

佐
藤
　
慈
明

29
・
12
・
05
　

90

1

25

昌
泉
院

寺
族

金
澤
サ
キ
子

29
・
12
・
13

87

7

254

正
福
寺

住
職

伊
藤
　
晴
雲

29
・
12
・
21

65

15

164

西
蔵
寺

東
堂

柿
崎
　
隆
光

30
・
01
・
09

88

2

56

松
樹
院

寺
族

川
嶋
　
タ
ツ

30
・
01
・
13

101

10

297

福
厳
寺

住
職

栗
谷
　
幹
丈

30
・
02
・
10

75

11

331

吉
祥
院

寺
族

金
澤
　
尚
子

30
・
03
・
19

62

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

表紙の言葉

『若葉萌ゆ』
芽吹きの爽やかな季節。水温み、
田に畑に野良がいよいよ慌ただし
くなる。
ふと見上げれば紺碧の空に新緑が
まぶしい。今年も天候順調、農産
満足でありますように。
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●寺院財産の調査（寺院財産申告書提出の流れ）
級階査定委員会（宗務庁）

↓
申告書一式を教区調査会へ発送
（平成30年４月）

教区調査会（教区長）
↓

申告書一式を各寺院へ配布
（教区調査会に到着次第、直ちに各寺院へ）

各寺院（住職、責任役員等）
↓

申告書の記入、必要書類を添付し、教区調査会へ提出
（平成30年６月末日迄に教区調査会へ提出）

教区調査会（教区長）
↓

申告書、添付書類の取りまとめ及び精査→級階査定委員会へ提出
（平成30年７月末日迄に級階査定委員会へ提出）

級階査定委員会（宗務庁） 申告書、添付書類の取りまとめ及び精査→各寺院負担点数の算出
（平成30年８月以降）

寺院 教区調査会 宗務所調査会 級階査定委員会
◆宗達告示
平成 30 年４月１日

◆申告書発送
平成 30 年４月

◆申告書提出期限
寺院→教区
平成 30 年６月末日
教区→宗務庁
平成 30 年７月末日

◆不備事項照会
平成 30 年８月〜
　　 31 年９月

★宗務所長改選
平成 30 年 12 月
★教区長改選
平成 31 年５月

◆負担点数表発送
平成 31 年９月

◆新級階告示
平成 31 年 11 月

◆新級階の宗費賦課
平成 32 年４月
※１　　　　は、宗務所調整配分を先に行う場合。　※２　　　　は、教区調整配分を先に行う場合。

寺院財産調査〜級階査定実施のスケジュール〈予定表〉
（諸般の事由により予定が変更になることがあります。）

お　知　ら　せ

申告書受領

負担点数表発送

負担点数表
回収

新級階の告示

新級階の通知

新級階による
宗費賦課

申告書
取りまとめ

状況確認

内容精査点検

曹 洞 宗 報 に 登 載 し て 公 示 し ま す

申告書受領

申告書記入

再調査

回答

各寺院割当

申告書受領

教区配分

教区寺院に
配分後の

負担点数公示

申告書
取りまとめ

内容精査点検
不備事項照会

不備事項照会

回答・精査

※１※２

宗務所配分

負担点数表
取りまとめ
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今
年
の
冬
は
県
南
を
中
心
に
数
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
り
、
境
内
の
除
雪
作
業
等

に
お
疲
れ
の
事
と
御
慰
労
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
に
入
り
あ
の
雪
が
う
そ
の
様
に
暖
か
い
と
い
う
よ
り
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

二
十
七
日
に
は
驚
き
の
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
軍
事
境
界
線
を
挟

ん
で
南
北
の
兵
士
が
に
ら
み
合
う
分
断
の
象
徴
、
板
門
店
。
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝

鮮
労
働
党
委
員
長
と
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
が
こ
の
地
で
二
十
七
日
「
核
な
き
朝

鮮
半
島
」
を
掲
げ
た
共
同
宣
言
に
署
名
し
、
満
面
の
笑
み
で
抱
擁
を
交
わ
し
ま
し

た
。
こ
の
会
談
は
南
北
首
脳
が
十
年
半
ぶ
り
行
わ
れ
、
非
核
化
と
朝
鮮
戦
争
終
結

を
目
指
す
も
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
後
は
、
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
へ
む
け
た

調
整
も
本
格
化
す
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
北
朝
鮮
は
何
度
も
約
束
を
反
故
に
し
た
過
去
が
有
り
、
拉
致
問
題
も

先
が
見
え
な
い
中
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
注
視
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
の
政
治
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
日
本
の
隣
国
の
劇
的
な
変
化
を

尻
目
に
、
い
つ
ま
で
も
続
く
先
の
見
え
な
い
追
及
の
み
に
明
け
暮
れ
し
て
て
い
い

の
か
と
案
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
つ
だ
け
言
え
る
の
は
、
先
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
こ
の
度
の
南
北
会
談
を

大
き
く
前
進
さ
せ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
を
変
え
る
の
は
力
で
は
な
い
と
思
い
た
い
の
で
す
。

�

（
昭
道
記
）

編
集
後
記

月日 行　　　　　　　　程 食事

10
／
24
（水）

4:30 〜 7:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:00 頃
各地　＝　秋田・山形自動車道　＝　東北自動車道　＝　安達太良ＳＡ　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:30 頃
� ＝　蓮田ＳＡ　＝　汐入ＩＣ　＝　大本山總持寺【第 50回檀信徒本山研修会】

×
弁
夕

10
／
25
（木）

　　　　　　　　　　9:00
【檀信徒本山研修会】總持寺　＝　東京タワー　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:30 頃　　　　　　　　　　17:30 頃
� ＝　東京 : 観劇昼の部（予定）　＝　東京都内泊
� （洋室２〜３名）

朝
昼
夕

10
／
26
（金）

9:00　　　　　　　　　　　　11:30 頃
都内　＝　東京国立博物館　＝　浅草　＝　東北自動車道　＝

� 19:00 〜 21:00 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　村田ＪＣＴ　＝　山形・秋田自動車道　＝　各地

朝
昼
×

第50回檀信徒本山研修会
１　期　日　平成30年10月24日（水）〜10月26日（金）
２　会　場　大本山總持寺

大本山總持寺本山研修と都内観光・帝国ホテルの旅
日程表

※交通機関又は道路事情等により時刻・行程等が変更になる場合もあります。
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年 間 行 事 予 定
平成30年度（2018）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
木
宗
務
所
連
絡
協
議
会

31
金

婦
人
会
総
会

31
火

30
木

30
日

30
月
振
替
休
日

30
水

30
土

30
月

29
水

29
土

29
日
昭
和
の
日

29
火

29
金
監
査
会

29
日

28
火

28
金
管
区
人
権
研
修

28
土

28
月

28
木

28
土

27
月

27
木

27
金
寺
族
会
総
会

27
日

27
水

27
金
通
常
所
会
（
決
算
）

26
日

26
水

26
木

26
土

26
火

26
木

25
土

25
火

25
水

25
金

25
月

25
水

24
金

24
月

24
火

24
木

梅
花
全
国
大
会

24
日

24
火

23
木

23
日
秋
分
の
日

23
月

23
水

23
土

23
月

22
水

22
土

22
日

22
火

22
金

22
日

21
火

21
金

21
土

21
月

21
木

21
土
仏
教
講
座
①

20
月
第
六
教
区
正
平
寺

再
会
結
制

20
木

20
金

20
日
第
十
教
区
福
厳
寺
本
葬
儀
20
水

20
金
梅
花
県
大
会

19
水

19
木

19
土

19
火

19
木

19
日

18
火

18
水

18
金
宗
務
所
講
師
等
研
修
会
18
月

18
水

18
土

17
月
敬
老
の
日

17
火

17
木

17
日

第
十
教
区
浄
福
寺

晋
山
結
制

17
火

17
金

16
日

16
月

16
水

16
土

16
月
海
の
日

16
木

15
土

15
日

15
火

15
金

15
日

15
水

宗
務
所
休
務

14
金
梅
花
講
習

14
土

14
月

14
木

特
派
梅
花

14
土

14
火

13
木

13
金

13
日

13
水

13
金

13
月

12
水

12
木

12
土

12
火

宗
務
所
護
持
会
総
会
12
木

12
日

11
火

11
水

11
金
梅
花
講
習

11
月

梅
花
養
成
所（
合
同
）
11
水
布
教
師
検
定

11
土

山
の
日

10
月
野
外
研
修

10
火
曹
青
総
会

10
木

10
日

10
火
布
教
師
養
成
講
座
①

10
金

梅
花
検
定
会
（
県
北
）

9
月

9
水
布
教
協
議
会

9
土

9
月

9
木

9
日

8
日

8
火

8
金

梅
花
講
習

8
日

8
水

8
土

7
土

7
月
梅
花
養
成
所（
初・上
）
7
木

特
派
布
教

7
土

7
火

7
金
布
教
師
養
成
講
座
②

6
金
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
6
日

6
水

6
金

6
月

6
木
現
職
研
修

5
木
梅
花
講
習

5
土
こ
ど
も
の
日

5
火

5
木
梅
花
講
習

5
日

5
水

4
水
梅
花
養
成
所（
初・上
）
4
金
み
ど
り
の
日

4
月

4
水

4
土

4
火
梅
花
養
成
所
（
研
修
）

3
火

3
木
憲
法
記
念
日

3
日
第
九
教
区
清
徳
寺

晋
山
結
制
・
本
葬

3
火
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
３
金

3
月
梅
花
養
成
所（
初・上
）

２
月

２
水

２
土

２
月
梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）
２
木

２
日

１
日

１
火

１
金
宗
務
所
連
絡
協
議
会

１
日

１
水

１
土

月/日

4

APR

月/日

5

MAY

月/日

6

JUN

月/日

7

JUL

月/日

8

AUG

月/日

9

SEP
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